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要旨 

Ⅰ．はじめに 

 社会参加に関する活動能力の関連要因を多角的に整理することは，高齢者の社会参加を促進するた

めの方法論を構築するうえで重要である．本研究では，高齢者の社会参加を促進するための基礎的な情

報として，地域在住自立高齢者における社会参加に関する活動能力の関連要因を，主に身体・精神心理・

社会的変数をもとに多角的に検証することを目的とした． 

Ⅱ．対象・方法 

 神奈川県S市に在住する，65歳以上かつ要支援・要介護認定を受けていない高齢者を対象とした．

対象者は地域の広報誌などで募集した．社会参加に関する活動能力の調査には，JST-IC30）の下位尺度「社

会参加」（JST-IC社会参加）を使用し，合計得点（範囲：0～4）を解析に用いた．身体的要因として握

力，Chair Stand Test（CST），5m快適および最大歩行時間，Timed Up and Go（TUG），四肢骨格筋量，

精神心理的要因としてうつ状態（GDS短縮版 33）），転倒関連自己効力感（FES-I短縮版 34-36）），認知機能

（TMT-A37）），社会的要因として私的な対人交流（斎藤らの尺度 38）），環境要因（IPAQ-E日本語版 39））を

調査した．その他の変数として年齢，性別，身長，体重，体格指数（Body mass index；BMI），高次生活

機能（TMIG-IC31，32）），健康状態，運動習慣，外出頻度，疼痛・慢性疾患・服薬状況の有無を調査した． 

Ⅲ．統計解析 

 対象者のJST-IC社会参加，身体・精神心理・社会的要因の各変数，その他の変数に関する記述統

計を行った．変数間の関連や2群間の平均値の差については，カイ二乗検定，対応のないt検定（一部

Welchの検定），Spearmanの偏順位相関係数（制御変数：年齢，性別）を用いて解析した．JST-IC社会

参加の関連要因の検討には，順序ロジスティック回帰分析（従属変数：JST-IC社会参加，独立変数：JST-IC

社会参加と有意な相関がみられた変数，年齢，性別，BMI）を用いた．統計解析ソフトはIBM SPSS 

Statistics（version 24）を使用し，統計学的有意水準は5%とした． 

Ⅳ．倫理的配慮、説明と同意 

本研究は，ヘルシンキ宣言および「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（文部科学省・厚生

労働省）」に沿い，北里大学医療衛生学部研究倫理審査委員会（第2016-004号）の承認を得て実施した．

調査対象者には本研究の目的・方法等を文書と口頭で説明し，文書による同意を得た． 

Ⅴ．結果 

 対象者数は520名（男性135名，女性385名），年齢は71.4±4.6歳（範囲：64〜88歳）であった．

JST-IC社会参加と各変数の偏相関を分析した結果，統計学的有意な相関を認めた変数は，5m快適歩行時

間，5m最大歩行時間，うつ状態，FES-I短縮版，私的な対人交流，バス停・駅，知的能動性であった（す

べてp<0.05）．順序ロジスティック回帰分析の結果，JST-IC社会参加の関連要因として抽出された変数

は，男性（OR：1.87，95％CI：1.27～2.75，p=0.002），5m快適歩行時間が長い（OR：0.64，95％CI：0.45

～0.90，p=0.011），うつ状態あり（OR：0.47，95％CI：0.30～0.74，p<0.001），私的な対人交流が多い

（OR：1.02，95％CI：1.01～1.03，p<0.001），知的能動性が高い（OR：1.41，95％CI：1.08～1.84，p=0.010）

であった． 

Ⅵ．考察 

高齢者が自立した生活を送るために，生活機能の保持が重要な課題であり，そのために有効な手段と

して高齢者の社会参加の促進が挙げられる．本研究より，社会参加に関する活動能力には，身体・精神

心理・社会的要因のすべてが関連する可能性が示唆された．高齢者における社会参加を促進していくう

えで，多角的な視点が重要であると考えられる．ある。人事考課制度が機能不全に陥る理
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